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皆
川
行
人
（
み
な
が
わ 

こ
う

じ
ん
）
と
い
う
作
家
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
郷
土
博
物
館
で

は
、
こ
れ
ま
で
耳
に
し
た
こ
と
の
な
い
人

物
で
し
た
。
今
年
の
は
じ
め
当
館
の
特
別

展
「
千
住
宿
４
０
０
年
」
に
ご
来
館
く
だ

さ
っ
た
お
客
様
の
お
一
人
に
野
村
豊
さ
ん

（
神
奈
川
県
在
住
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
野
村
さ
ん
の
祖
父
に
あ
た
る
の
が

皆
川
行
人
（
以
下
「
行
人
」
と
略
）
で
す
。

野
村
さ
ん
は
、
そ
の
後
の
ご
来
館
の
際
に

調
査
成
果
を
博
物
館
に
ご
教
示
下
さ
い
ま

し
た
。
博
物
館
が
足
立
区
出
身
の
近
代
作

家
と
出
会
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　
そ
こ
で
今
号
か
ら
、
行
人
の
作
品
と
人

物
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
作
品
や
足

跡
の
調
査
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
私
た
ち

は
関
連
情
報
を
広
く
集
め
た
い
と
考
え
、

本
稿
を
お
届
け
す
る
次
第
で
す
。
以
上
の

経
緯
か
ら
、
本
稿
は
調
査
を
進
め
る
野
村

さ
ん
と
、
調
査
協
力
を
行
う
郷
土
博
物
館

の
連
名
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
第
一
回

と
な
る
今
回
は
、
行
人
の
文
芸
活
動
と
そ

の
出
身
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
田
山
花
袋
選
『
二
十
二
篇
』
自
然
主
義

文
学
の
先
駆
者
と
し
て
、
田
山
花
袋
（
一

八
七
二
〜
一
九
三
〇
）
は
、
島
崎
藤
村
と

並
び
称
さ
れ
る
存
在
で
す
。
花
袋
は
、
大

手
出
版
社
で
あ
る
博
文
館
の
雑
誌
『
文
章

世
界
』
の
編
集
者
と
し
て
も
活
動
し
、
若

い
小
説
家
や
作
家
志
望
者
の
発
掘
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
作
品

を
公
募
し
、
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
二
十
二

篇
』
（
明
治
四
二
・
一
九
〇
九
年
、
東
雲

堂
書
店
）
で
す※

。
題
名
の
と
お
り
、
本

書
に
は
二
十
二
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

花
袋
の
序
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

「
二
十
二
編
」
が
世
に
出
る
こ
と
に
な

　

っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
は
、
私
が
四
年
間

　

に
、
若
い
人
々
の
無
数
の
作
品
の
中
か

　

ら
特
に
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。…

略…

　

芸
術
に
は
横
に
し
て
は
才
分
を
要
し
、

　

縦
に
し
て
は
年
齢
を
要
す
る
。
そ
し
て

　

そ
れ
と
同
時
に
こ
の
才
分
と
年
齢
と
に

　

縛
せ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
自
由
を
欲
す
る
。

　

諸
君
は
此
の
難
し
い
芸
術
に
赴
く
の
途

　

に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

私
は
此
の
「
二
十
二
編
」
を
世
人
に

　

薦
め
得
た
こ
と
を
誇
り
と
す
る
。

　
　

明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

花　

袋

　

※

　

引
用
お
よ
び
同
書
の
図
版
は
い
ず

　
　

れ
も
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

　
　

レ
ク
シ
ョ
ン
。
／
序
文
本
文
で
は

　
　

「
篇
」
を
「
編
」
と
表
記
し
ま
す
が
、

　
　

表
紙
・
内
扉
・
奥
付
な
ど
で
「
篇
」

　
　

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
序
文
か
ら
は
、
花
袋
が
四
年
間
に

わ
た
り
数
多
く
の
応
募
作
の
中
か
ら
作
品

を
厳
選
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

世
に
送
り
出
せ
た
こ
と
に
大
き
な
自
信
を

抱
い
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

■
収
録
さ
れ
た
行
人
の
三
作
品　

行
人
の

作
品
は
、
本
書
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
三
作

品
で
す
。
目
次
に
は
、
作
品
掲
載
年
月
と

と
も
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
雑　
　

魚
」
（
四 

十 

年 

十 

月
）

「
学
校
の
子
」
（
四 

十 

年 

五 

月
）

「
土
手
通
り
」
（
四
十
一
年
十
二
月
）

　

こ
れ
に
よ
り
行
人
が
こ
れ
ら
の
作
品
を

投
稿
し
た
時
期
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九

〇
七
）
か
ら
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に

１　

文
芸
活
動
の
紹
介

P2P2

【図１】 皆川行人　田山花袋や菊池寛と
　　　　 親交した作家。野村豊氏蔵。

P1P1作家 皆川行人について①
橋本幸吉について ―古久屋店主・千住町消防組組頭―

は
じ
め
に 作

家 
皆
川
行
人
に
つ
い
て
①

千
住
出
身
の
若
き
作
家
の
紹
介

野
　村
　
豊 

郷
土
博
物
館
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か
け
て
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
図
２
】
は
三
作
品
の
内
扉
で
す
。
作
品

名
の
下
に
あ
る「
皆
川
行
人
」の
署
名
は
本

人
の
筆
に
よ
る
も
の
を
製
版
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
作
品
の
ほ
か
に
も
、
明
治
四
十

年（
一九
〇
七
）に
は『
詩
人
』（
詩
草
社
）第
一

号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
詩
を
連
続
投
稿
し
、

さ
ら
に
他
の
小
説
作
品
も
発
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
号

以
降
で
順
次
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
お
示
し
し
た
小
説
や
詩
作
は
、
数

え
年
で
十
八
才
か
ら
十
九
才
の
と
き
の
作

品
で
す
。
ま
さ
に
若
手
作
家
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
。
な
お
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
読

み
で
す
が
「
皆
川
行
人
」
の
紹
介
記
事
で

「
み
な
が
わ
こ
う
じ
ん
」
と
し
た
読
み
仮

名
が
あ
り
ま
す※

。

※

＝
出
典
は
出
口
競
『
全
国
高
等
学
校
評

　

判
記
』
（
明
治
四
五
・
一
九
一
二
年
）
、

　

『
久
米
正
雄
全
集
』
第
十
三
巻
（
昭
和

　

六
・
一
九
三
一
年
、
平
凡
社
）
な
ど
。

　

行
人
の
本
名
は
「
野
村
梅
吉
」
で
す
。

千
住
中
組
の
青
果
問
屋
「
橋
梅
」
の
出
身

で
、
野
村
元
吉
の
子
と
し
て
明
治
二
二
年

（
一
八
八
九
年
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
（
〜

昭
和
二
二
・
一
九
四
七
年
没
）
。

　

そ
し
て
第
一
高
等
学
校
（
旧
制
。
現
、

東
大
）
か
ら
京
都
帝
大
（
現
、
京
大
）
に

進
学
し
ま
す
。
そ
の
後
、
野
村
梅
吉
は
福

岡
高
等
学
校
（
福
岡
県
、
の
ち
の
九
州
大

学
）
の
ド
イ
ツ
語
教
員
と
な
り
、
大
正
十

三
年
（
一
九
二
四
）
に
教
授
に
就
任
し
ま

し
た
。
梅
吉
の
教
え
子
で
国
文
学
者
の
井

出
恒
雄
氏
（
福
岡
女
子
大
学
教
授
）
は
次

の
よ
う
に
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

野
村
先
生
と
い
う
と
、
次
の
よ
う
な
光

景
を
思
い
出
す
。…

略…

菊
池
寛
に
お
茶

を
出
し
な
が
ら
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
野

村
先
生
が
入
っ
て
来
ら
れ
た
。
す
る
と
菊

地
寛
が
立
ち
上
が
っ
て
、
「
や
あ
、
野
村

君
。
こ
こ
に
い
た
の
か
ね
。
」
と
い
っ
て
、

懐
か
し
そ
う
に
野
村
先
生
を
見
た
。…

略

…※

＝
福
岡
高
等
学
校
同
窓
会
編
『
青
陵　

　

思
い
出
の
記
』
、
一
九
七
二
年
。
九
州

　

大
学
中
央
図
書
館
蔵
）

　

こ
の
記
事
か
ら
同
世
代
の
文
芸
界
の
大

家
、
菊
池
寛
（
一
八
八
八
〜
一
九
四
八
）

と
の
親
交
が
し
の
ば
れ
、
学
生
時
代
の
交

流
や
服
装
に
つ
い
て
語
り
合
う
記
述
も
続

き
ま
す
。
大
家
た
ち
と
交
流
し
た
千
住
出

身
の
若
き
作
家
「
行
人
」
に
つ
い
て
次
号

以
降
も
作
品
を
中
心
に
ご
紹
介
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　

（
文…

博
物
館
学
芸
員 

多
田
文
夫
）

　

橋
本
幸
吉
（
は
し
も
と
こ
う
き
ち　

明

治
十
九
年
〈
一
八
八
六
〉
〜
昭
和
三
十
五

年
〈
一
九
六
〇
〉
）
は
、
千
住
仲
町
の
橋

本
家
当
主
で
あ
る
。
橋
本
幸
吉
は
、
千
住

の
近
代
史
を
語
る
上
で
、
重
要
な
人
物
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
（※

１
）
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

橋
本
幸
吉
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

【
左　

橋
本
幸
吉
写
真
】
（
『
国
民
自
治

総
覧
』
）
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

■
橋
本
家　

千
住
仲
町
の
橋
本
家
と
い
え

ば
、
藁
屋
橋
本
家
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

る
が
（※

２
）
、
橋
本
幸
吉
の
橋
本
家
も

同
族
で
、
江
戸
期
か
ら
穀
屋
と
い
う
屋
号

で
商
売
を
営
ん
で
い
た
。
幸
吉
の
父
勘
助

（
昭
和
三
年
〈
一
九
二
八
〉
没
）
は
、
明

治
期
に
古
久
屋
（
こ
く
や
）
と
い
う
呉
服

店
を
開
業
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

に
は
、
橋
本
家
が
「
南
足
立
郡
唯
一
の
多

額
納
税
者
に
し
て
有
数
な
る
名
門
た
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
家
は
千
住
町
を

代
表
す
る
名
家
だ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
幸
吉
は
、
大
正
六
年
（
一

九
一
七
）
に
「
呉
服
物
仕
入
法
の
改
善
意

見
」
、
翌
大
正
七
年
に
も
「
日
本
の
シ
ヨ

ウ
・
ウ
ヰ
ン
ド
ウ
発
達
物
語
」
と
い
う
文

章
を
発
表
し
て
お
り
、
熱
心
に
商
売
に
取

組
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
頃

に
は
古
久
屋
の
主
導
的
立
場
に
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

■
古
久
屋
デ
パ
ー
ト　

大
正
十
・
十
一
年

（
一
九
二
一
・
二
二
）
頃
、
古
久
屋
は
地

域
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
デ
パ
ー

ト
式
店
舗
を
建
築
し
た
。
場
所
は
現
千
住

仲
町
二
四
番
地
の
北
西
端
の
一
角
で
あ
る

（
地
図
参
照
）
。

　

古
久
屋
の
外
観
が
写
っ
て
い
る
貴
重
な

写
真
が
あ
る
。
年
次
は
不
明
だ
が
、
大
正

末
か
ら
昭
和
初
期
の
も
の
だ
ろ
う
。
「
掃

【
図
２
】
『
二
十
二
篇
』
の
内
扉　

ド
イ
ツ
語
教
授
と
し
て

地図：古久屋の現在地

 ―

古
久
屋
店
主
・
千
住
町
消
防
組
組
頭―

佐
藤
貴
浩

橋
本
幸
吉
に
つ
い
て
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部
宿
」
の
半
纏
を
着
た
人
や
、
神
職
が
写

っ
て
お
り
、
九
月
に
行
わ
れ
る
仲
町
氷
川

神
社
の
祭
礼
に
際
し
て
撮
影
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

旧
日
光
街
道
に
面
し
た
場
所
に
洋
風
二

階
建
て
の
立
派
な
建
物
が
写
っ
て
い
る
が
、

画
像
が
暗
く
、
や
や
わ
か
り
に
く
い
の
で

当
時
の
広
告
イ
ラ
ス
ト
も
掲
載
す
る
。
二

つ
を
比
べ
て
み
る
と
、
近
代
的
な
古
久
屋

の
外
観
が
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

実
際
に
古
久
屋
デ
パ
ー
ト
を
見
た
こ

と
が
あ
る
相
川
謹
之
助
氏
（
足
立
史
談
会

会
長
・
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
生
ま

れ
）
に
よ
る
と
、
戦
前
は
古
久
屋
前
の
通

り
を
地
元
の
人
々
は
「
古
久
屋
の
と
お

り
」
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
古
久
屋
の
建
物
が
地
元
の
シ
ン

ボ
ル
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
相
川
氏
が
小
学
一
年
生

の
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
頃
に
は
、

営
業
を
停
止
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

建
物
も
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
空

襲
で
焼
失
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
史
料

上
で
は
古
久
屋
が
い
つ
ま
で
営
業
し
て
い

た
の
か
、
そ
し
て
建
物
も
い
つ
ま
で
残
っ

て
い
た
の
か
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
貴

重
な
証
言
で
あ
る
。

■
千
住
町
消
防
組
組
頭
就
任　

江
戸
時
代

の
千
住
で
は
、
上
組
・
中
組
・
下
組
と
い

う
三
組
の
火
消
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
合

わ
せ
て
南
北
千
住
消
防
組
と
呼
ば
れ
て
い

た
。
明
治
二
十
七
年（
一
八
九
四
）、
国
が

「
消
防
組
規
則
」を
定
め
、
公
設
の
組
織
と

な
っ
た
際
、
中
組
・
下
組
が
千
住
町
消
防

組
、
上
組
が
南
千
住
町
消
防
組
と
な
っ
た
。

　

橋
本
は
、
明
治
三
十
九
年（
一
九
〇
六
）

に
横
須
賀
重
砲
兵
第
一
連
に
入
営
し
た
。

除
隊
後
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
千

住
町
在
郷
軍
人
会
分
会
長
と
な
る
。
そ
し

て
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
六
月
に

千
住
町
消
防
組
組
頭
に
就
任
し
た
が
、
拙

稿
執
筆
段
階
で
は
、
そ
の
経
緯
は
不
明
確

だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
東
京
府
が
橋
本
を
表
彰
し
た

際
の
史
料
に
「
大
正
十
二
年
三
月
中
千
住

町
消
防
組
ニ
紛
擾
ヲ
生
ス
ル
ヤ
調
停
斡
旋

ニ
奔
走
円
満
解
決
ヲ
遂
ケ
シ
メ
、
後
選
ハ

レ
テ
同
組
頭
ト
為
ル
」
（
「
公
報
」
一

三
九
号
、
一
九
二
七
年
）
と
記
載
が
あ
る

こ
と
を
相
川
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

（※

３
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
紛
擾
」

（
ふ
ん
じ
ょ
う
）
の
具
体
的
な
内
容
は
不

明
だ
が
、
橋
本
が
千
住
町
消
防
組
内
の
対

立
を
仲
介
し
、
そ
の
結
果
組
頭
に
就
任
し

た
と
い
う
経
緯
が
判
明
す
る
。

■
南
北
消
防
記
念
碑　

話
は
変
わ
る
が
、

足
立
区
登
録
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
）

の
「
南
北
消
防
記
念
碑
」
（
千
住
一―

二

―

九　

慈
眼
寺
）
は
、
大
正
十
二
年
四
月

に
、
千
住
町
消
防
組
と
南
千
住
町
消
防
組

が
合
同
で
建
碑
し
た
記
念
碑
で
あ
り
、
所

属
し
た
人
々
の
名
が
二
百
名
以
上
列
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
橋
本
の
名
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
橋
本
は
六

月
に
組
頭
に
就
任
す
る
以
前
に
は
、
千
住

町
消
防
組
に
所
属
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

■
組
頭
就
任
の
背
景　

橋
本
が
千
住
町
消

防
組
の
「
紛
擾
」
を
解
決
で
き
た
の
は
、

在
郷
軍
人
会
分
会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
、

か
つ
地
域
の
名
家
の
人
間
だ
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。
そ
の
結
果
、
外
部
招
聘
の
よ
う
な

形
で
組
頭
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
当
時
、

千
住
町
消
防
組
は
、
組
織
の
「
刷
新
充

実
」
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

橋
本
の
登
用
そ
の
も
の
が
人
事
刷
新
の
意

味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
消

防
組
の
近
代
化
を
図
る
こ
と
が
橋
本
の
課

題
と
な
る
。

■
関
東
大
震
災
と
橋
本　

橋
本
が
組
頭
に

就
任
し
て
間
も
な
く
、
九
月
一
日
に
関
東

大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
橋
本
は
千
住
町
消

防
組
と
在
郷
軍
人
会
の
長
を
務
め
て
お
り
、

青
年
団
を
加
え
た
三
組
織
の
人
員
を
動
員

し
て
、
い
ち
早
く
災
害
対
応
に
あ
た
っ
て

い
る
。
当
時
の
史
料
に
は
、
町
民
が
混
乱

す
る
中
、
橋
本
が
「
濡
鼠
」
（
ぬ
れ
ね
ず

み
）
の
よ
う
に
な
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

震
災
の
翌
年
、
橋
本
は
『
大
震
災
千
住

町
写
真
帖
』
の
編
集
人
と
し
て
、
発
行
に

携
わ
っ
て
い
る
（
発
行
所
：
千
住
町
庶
務

課
）
。
こ
れ
は
千
住
町
の
被
災
状
況
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

■
全
国
消
防
組
頭
大
会　

震
災
後
、
消
防

活
動
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る
中
で
、
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
九
月
二
十
四
日

か
ら
四
日
間
、
日
本
青
年
館
に
お
い
て
全

国
消
防
組
頭
大
会
（
以
下
、
大
会
と
省

略
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、
そ

の
名
の
通
り
全
国
の
消
防
組
頭
が
集
ま
っ

て
開
か
れ
た
初
め
て
の
大
会
で
、
台
湾
・

朝
鮮
・
樺
太
も
含
む
全
国
か
ら
一
三
〇
〇

※上・下とも、相川謹之助氏提供のコピーによる
（原本は、故長谷川浩平氏所蔵）

上：古久屋の外観　下：古久屋の広告
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名
以
上
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
若

槻
礼
次
郎
総
理
大
臣
も
来
賓
と
し
て
招
か

れ
、
祝
辞
を
述
べ
て
い
る
。

　

詳
細
は
省
略
す
る
が
、
橋
本
は
大
会
開

催
を
提
案
し
た
主
要
人
物
の
一
人
で
あ
り
、

関
係
各
所
と
の
協
議
を
は
じ
め
と
す
る
実

務
関
係
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
会
当
日
は
副
議
長
と

い
う
要
職
も
務
め
て
お
り
、
大
会
終
了
後
、

議
長
の
有
馬
浅
雄
（
滝
野
川
町
消
防
組

頭
）
と
橋
本
の
連
名
で
、
浜
口
雄
幸
内
務

大
臣
宛
に
、
大
会
で
議
決
し
た
内
容
に
つ

い
て
の
建
議
書
を
送
付
し
て
い
る
。

■
国
庫
補
助
金
獲
得
運
動　

大
会
で
は
、

日
本
消
防
協
会
の
新
設
が
議
論
さ
れ
、
設

立
に
向
け
た
運
動
が
開
始
さ
れ
る
。
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
五
月
二
十
日
に
は
、

橋
本
等
三
名
が
鈴
木
喜
三
郎
内
務
大
臣
を

訪
問
、
一
時
間
に
わ
た
り
会
談
し
、
協
会

創
立
を「
懇
請
」し
て
い
る
。
こ
の
時
、
鈴

木
大
臣
か
ら
国
庫
補
助
金
交
拠
出
の
話
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
昭
和
二
年
七
月
十
四
日
に
大

日
本
消
防
協
会
が
発
会
す
る
。
発
会
式
翌

日
に
は
、
橋
本
を
は
じ
め
と
す
る
代
表
者

数
名
が
田
中
義
一
総
理
大
臣
と
面
会
し
た
。

　

国
庫
補
助
金
獲
得
は
、
橋
本
等
の
重
要

な
目
標
と
な
り
、
十
一
月
に
も
首
相
官
邸

に
赴
き
、
各
大
臣
に
陳
情
し
て
い
る
。
七

月
に
田
中
総
理
と
面
会
し
た
時
も
、
当
然
、

話
題
に
あ
が
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
交
付
に

至
る
ま
で
は
紆
余
曲
折
あ
っ
た
が
、
橋
本

の
尽
力
な
ど
も
あ
っ
て
、
昭
和
四
年
（
一

九
二
九
）
度
の
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
た
。

　

時
の
総
理
大
臣
や
国
務
大
臣
と
面
会
し
、

陳
情
を
行
っ
て
い
る
橋
本
の
行
動
力
は
注

目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

■
橋
本
の
消
防
思
想　

震
災
の
翌
年
、
橋

本
は
「
火
災
国
防
」
と
題
す
る
文
章
を
公

表
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
前
年
の
関
東

大
震
災
の
被
害
を
「
優
に
戦
争
に
因
つ
て

起
る
惨
禍
を
超
越
せ
り
」
と
し
、
消
火
活

動
を
「
国
防
」
の
一
環
と
捉
え
、
「
国
民

皆
消
防
」
を
唱
え
て
い
る
。
橋
本
に
と
っ

て
火
災
の
恐
怖
は
戦
争
に
も
勝
る
も
の
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
民
全
体
が
消
防

意
識
を
強
く
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
橋
本
の
消
防
思
想
は
、
橋
本

自
身
が
参
加
し
た
講
習
会
な
ど
を
通
じ
て

学
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。
特
に
、
大
正
十
三

年
（
一
九
二
三
）
に
半
月
程
度
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
た
警
察
講
習
所
で
の
講
習
は
、

東
京
帝
国
大
学
の
教
授
を
は
じ
め
と
す
る

錚
々
た
る
人
物
が
講
師
を
務
め
、
当
時
最

新
の
知
識
や
実
技
を
橋
本
等
出
席
者
に
教

え
て
い
た
。

■
橋
本
の
創
意
工
夫　

最
先
端
の
知
識
・

技
術
を
学
ん
だ
橋
本
は
組
頭
と
し
て
様
々

な
こ
と
を
行
っ
た
。
橋
本
は
、
町
内
に

「
撤
水
車
」
（
散
水
車
だ
ろ
う
）
を
常
時

走
ら
せ
、
い
ざ
と
い
う
場
合
に
は
、
消
防

活
動
に
従
事
す
る
と
い
っ
た
創
意
工
夫
を

行
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
他
に

も
橋
本
の
実
務
的
な
活
動
を
確
認
で
き
る

の
で
、
組
頭
と
し
て
の
橋
本
は
、
単
な
る

名
誉
職
で
は
な
く
、
実
務
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
評
価
で
き
る
。

■
古
久
屋
の
廃
業　

橋
本
の
活
動
は
、
五

十
五
歳
に
あ
た
る
昭
和
十
六
年
（
一
九
四

一
）
を
最
後
に
確
認
で
き
な
く
な
る
。
先

述
し
た
と
お
り
、
相
川
氏
の
証
言
に
よ
れ

ば
、
昭
和
十
八
年
頃
に
は
古
久
屋
の
営
業

も
終
了
し
て
い
た
と
い
い
、
ほ
ぼ
時
を
同

じ
く
し
て
い
る
。
こ
の
頃
に
は
、
種
々
の

活
動
を
引
退
し
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
橋

本
に
は
女
子
一
名
を
確
認
で
き
る
が
、
現

在
、
橋
本
幸
吉
家
は
千
住
に
は
居
住
が
な
い
。

　

家
業
で
あ
る
古
久
屋
の
経
営
で
得
ら
れ

る
財
力
を
背
景
に
、
千
住
町
の
名
士
と
し

て
地
域
の
公
益
活
動
に
尽
力
し
た
橋
本
の

活
動
は
、
千
住
町
の
近
代
史
を
考
え
る
際
、

注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
全
国
消
防
組

組
頭
大
会
の
開
催
に
主
導
的
立
場
を
果
た

し
た
こ
と
や
、
総
理
大
臣
・
国
務
大
臣
へ

の
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
、
千
住
の
地
域
史
に

と
ど
ま
ら
な
い
近
代
消
防
史
へ
の
広
が
り

を
持
っ
て
い
る
。
今
後
も
注
目
し
て
い
き

た
い
。

※

１　

本
稿
は
、
拙
稿
「
千
住
町
消
防
組

　

組
頭
橋
本
幸
吉
に
み
る
近
代
の
消
防
」

　

（
『
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
紀
要
』
四

　

六
号
、
二
〇
二
六
年
）
に
基
づ
く
も
の

　

で
あ
る
。
な
お
、
史
料
の
出
典
は
、
読

　

み
や
す
さ
を
考
慮
し
省
略
す
る
。
拙
稿

　

に
明
示
し
て
い
る
の
で
、
適
宜
参
照
さ

　

れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
橋
本
に
関
し
て
は
、
土
田
宏

　

成
氏
が
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
千

　

住
新
橋
南
岸
で
実
施
さ
れ
た
「
防
空
と

　

消
防
連
鎖
警
備
演
習
」
に
お
け
る
橋
本

　

の
活
動
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
（
『

　

近
代
日
本
の
「
国
民
防
空
」
体
制
』
神

　

田
外
語
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年
）
。

※

２　

棚
網
保
司
「
安
藤
昌
益
の
稿
本
を

　

伝
え
た
橋
本
律
蔵
３
」
（
『
足
立
史

　

談
』
三
〇
九
号
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
。

※

３　

竹
内
秀
夫
編『
新
聞
・
官
報
に
み
る

　

昭
和
の
足
立
』足
立
区
郷
土
資
料
刊
行
会
、

　

二
〇
一六
年

【
付
記
】
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
資
料
提

供
を
は
じ
め
、
相
川
謹
之
助
氏
か
ら
多
く

の
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上

げ
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
係
学
芸
員
）

『大震災千住町写真帖』大正13年5月発行


